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・このたびは、弊社商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
　使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願いいたします。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。
　万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品は、上記エンジンＮｏ．専用のボアアップ車専用品です。対象外のエンジンＮｏ．又はこのキット専用でないボアアップ等には取り付け出来
　ませんのでご注意下さい。
◎この取扱説明書は基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用の
　ある専門店へご依頼されることをお勧め致します。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎シリンダーヘッドにシリアルＮｏ．を刻印してます。部品注文時にシリアルＮｏ．が必要になる場合があります。
◎ボルト、ナットの一部は再使用しますが、摩耗や損傷が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎液体パッキン等は使用しないで下さい。オイル通路を塞ぐ可能性があり、最悪の場合はエンジンを壊してしまう恐れがあります。
◎燃料は必ずハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。また、燃料タンクのガソリンにも注意して下さい。レギュラーガソリンが残っている場合は　
　ハイオクタン価ガソリンと入れ替えて下さい。
◎スパークプラグは焼け具合により熱価を設定して下さい。
◎点火系は弊社製もしくはノーマルのみ適合とします。他社製品との組み合わせのデータはありません。また、トラブルの原因にもなりますので絶対
　行わないで下さい。
◎必要に応じてオイルクーラーを装着して下さい。
◎エンジンオイルはＡＰＩ ＳＦ級以上で、ＳＡＥ １０Ｗ－４０／１５Ｗ－５０程度の物をご使用下さい。
◎スプロケットは出力、仕様に応じた物に変更して下さい。
◎このキットは弊社推奨エンジンパーツのみ対応しております。対応していないパーツは弊社推奨エンジンパーツに交換して下さい。
◎このパーツはクローズド競技用として開発した商品です。

～特　徴～

空ぶかし、急加速、急激なエンジンブレーキはエンジンに高負荷がかかります。最悪の場合はクランクシャフトが破損し、エンジンを壊してしまう
恐れがありますのでご注意下さい。

急発進・急加速

○エンジンＮＯ．１Ｐ６０―ＦＭＪ専用の４バルブスーパーヘッドです。インテークバルブ、エキゾーストバルブ共に２本を備える４バルブ化や、バル
　ブ挟み角及びポート形状等全てを新設計としています。バルブロッカーアームは、スリッパ―部にローラーベアリングを採用しベアリングにより増
　加した重量をロッカーアーム本体をアルミ鍛造製とする事で重量の増加を克服しています。その結果相乗効果により、高回転域での出力アップを図っ
　ています。
　ＳＣＵＴピストンを採用する事により、１４９．８ｃｃ→１８６．７６ｃｃとなります。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

ボアアップキット 取扱説明書
：０１－０５―８０４９
：１Ｐ６０―ＦＭＪ専用
　（ノーマルφ６０×５３仕様車）

商品番号
適応エンジン

 ・このパーツはクローズド競技用として開発した商品ですので、一般公道では使用しないで下さい。
　（道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。３５℃以下。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、十分注意して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。（部品の摩耗や損傷等で、エンジントラブルの原因となります。）

注意 この表示の内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・技術、知識の無い方は、作業を行わないで下さい。（技術、知識不足による作業ミスで、部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ、安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・ガソリンは非常に引火しやすい為、一切の火気を避け、燃えやすい物が周りに無い事を確認して下さい。（火災の原因となる恐れがあります。）
 ・規定トルクは必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルト及びナットの破損、脱落等で事故につながる恐れがあります。）
 ・指示部品以外の部品の使用は、一切行わないで下さい。（部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け、損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると、部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・走行前は必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みの有無を確認し、緩みがあれば規定トルクで増し締めを行って下さい。
　　（部品脱落等で、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）　
 ・燃料は必ずハイオクタン価ガソリンを使用して下さい。（ノッキング等のトラブルで事故につながる恐れがあります。）

　警告 この表示の内容を無視した取り扱いをすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
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①使用燃料について
　燃料タンクにレギュラーガソリンが残っている場合は必ずハイオクタン

　価ガソリンと入れ替えて下さい。
②スプロケットの変更
◇このキットを取り付けると出力がアップします。ノーマルのスプロケッ
　トのままではローギアすぎて各部の磨耗が激しくなり、エンジン寿命に
　悪影響を及ぼすだけでなく最悪の場合はエンジンを壊してしまう恐れが
　あります。スプロケットのハイギアー化を行って下さい。

オイルクーラー
◇このキットを取り付けると出力アップに伴い、エンジン発熱量が増大し
　ます。エンジンに長時間の負荷を与える走行には、油温を適切に保ち、
　高温時に発生する油膜切れ等を防止するオイルクーラーキットの装着を
　お薦めします。
マフラー
◇ノーマルヘッドの仕様によってはマフラーフランジボルト径及びマフ　
　ラー取り付け角度が異なります。

キャブレター
◇当キットにはキャブレター及びマニホールドは付属しておりません。
　取り付けるフレーム及びマフラーによって条件が異なりますので、仕様
　を確認し、別途購入して下さい。
　吸入方向　乗車位置　右後方の場合
　キャブレターの種類　
　　ＭＩＫＵＮＩ　ＶＭ２６品番：０３―０５―００２１
　　ＫＥＩＨＩＮ　ＰＥ２８品番：０３―０５―００２２

　吸入方向　乗車位置　前方の場合
　キャブレターの種類
　　ＭＩＫＵＮＩ　ＶＭ２６品番：０３―０５―００２７
　　ＫＥＩＨＩＮ　ＰＥ２８品番：０３―０５―００２８

●走行前の注意

●その他

●シリンダーヘッドには、管理用としてヘッドＮｏ（シリアル）を打刻し
　ております。
　リペアパーツ発注時、このヘッドＮｏが必要となる場合があります。
　リペア品番がわからない等で、リペアパーツが発注出来ない時は、下記

　の例を参考に発注して下さい。

☆シリンダーヘッド左側面に打刻してあるＮｏをひかえる。

　ヘッドＮｏ－ＫＳＳ－００００１
　発注例→スーパーヘッドキット、リペア
　　　　　ヘッドＮｏ－ＫＳＳ－００００１→インテークバルブ　
　　　　　数量１本

●カムシャフトについて
◇カムシャフトは用途によって数種類のプロファイルを用意しております。

　同梱されているカムシャフト以外に、オプション品として検討して頂け
　ます。

●使用回転数

◇使用限界回転数は使用されるカムシャフト等で異なります。必ず最大出
　力回転数以下でご使用下さい。
◇特に、空ぶかし時や１速ギア、２速ギアでの急加速時は使用限界回転数

　に入りやすいのでご注意下さい。使用限界回転数以上でご使用されます
　と、エンジン回転が不円滑になり、エンジン寿命に悪影響を及ぼすだけ
　でなく、最悪の場合はエンジンを壊してしまう恐れがあります。

ヘッドＮｏ打刻位置
ＫＳＳ－００＊＊＊

KSS-00000

◇このスーパーヘッドは、チタンバルブスプリングリテーナーのオプショ
　ン品を用意しております。スチールリテーナーに比べ約３０％の軽量を
　実現しております。表面にはＨＶ１０００以上もの表面硬度をもつＣｒ
　ｎコーティングを採用しております。耐衝撃性、耐摩耗性を向上させて
　います。
　品番００―０１―０１３５（４個）

●オプションバルブスプリングリテーナー

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。

◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

１０／１５Ｄカムシャフト ０１―０８―０１２８ オプション
１５／２０Ｄカムシャフト ０１―０８―０１２９ オプション
２０／２５Ｄカムシャフト ０１―０８―０１３０ 同梱

Feb./28/’12   rev.Jan./30/’17
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～商　品　内　容～
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１６
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８

５

００―０１―１０３１

８９

９

０１―１３―８０１０

６

９

００―０１―１０３０

１３

７

２１

２４

２３

２７
２５３０

２９

２８

２６

シリンダーヘッド＆スタッドボルト

カムシャフト

１８
１８

２２
０１―０８―００１６

１９
２０
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３３

３６

３２

３４

３５

３１

３５

３７

３８

オイルライン

４２

４６

４３

４４

４６

４６

４６

４５

４５

クランクケースへ

シリンダーヘッドへ

シリンダー＆ピストン

３９

４０

４１

４７
４８

Feb./28/’12
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番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ シリンダーヘッドＡＳＳＹ． １ ０６１２０―ＫＳＳ―Ｔ０２ １
２ インテークロッカーアームＣＯＭＰ． １ １４４３０―ＫＳＳ―Ｔ１１ １
３ エキゾーストロッカーアームＣＯＭＰ． １ １４４２０―ＫＳＳ―Ｔ１１ １
４ カムストッパープレート １ １２２１１―ＫＳＳ―Ｔ００ １
５ サイドカバー １
６ インスペクションキャップ ２
７ シリンダースタッドボルトＢ（２３８ｍｍ） ２ ００―０１―０３３１ ２
８ サイドカバーＯリング １
９ インスペクションキャップＯリング ２

１０ マニホールドガスケット １ ００―０３―００１２ ２
１１ エキゾーストパイプガスケット １ ００―０１―００３５ ２
１２ プラグキャップラバー １ ３０７０１―Ｄ４Ｈ―Ｔ００ １
１３ シリンダースタッドボルトＡ（２３３ｍｍ） ２ ００―０１―０１３１ ４
１４ アジャストスクリュー ４ １
１５ アジャストナット ４ １
１６ ソケットキャップスクリュー　６×１５ ６ ００―００―００４２ １０
１７ トラス小ネジ　５×１０ ２ ００―０１―０１３３ ４
１８ ロッカーアームシャフト ２ ００―０１―０２４８ １
１９ スパークプラグ １ ＮＧＫ―ＥＲ８ＥＨ １
２０ プラグソケット １ ００―００―０２４７ １
２１ カムシャフトＣＯＭＰ．（２０／２５Ｄ） １ ０１―０８―０１３０ １
２２ デコンプガイド １ １４１０９―ＹＸＥ―Ｔ１０ １
２３ ウエイト １ １４１０３―ＹＸＥ―Ｔ００ １
２４ デコンプカラー２ １ １４１０６―ＹＸＥ―Ｔ１０ １
２５ キャップスクリュー（低頭）６×１２ １ ００―００―０３４０ ２
２６ キャップスクリュー　６×２０ １ ００―００―００４３ １０
２７ プレート １ １４１０４―ＫＬ３―Ｔ００ １
２８ スナップリング　６ｍｍ ５ ００―０１―０２５５ ５
２９ スプリング １ ００―０１―００９２ ２
３０ ツマミネジ　３×２８ １ ００―０１―０２５４ ２
３１ シリンダー １ １２１０１―ＹＸＳ―Ｔ００ １
３２ ピストン １ １３１０１―４ＹＸ―Ｔ００ １
３３ ピストンリングセット（ＴＯＰ、ＯＩＬ） １ １３０１１―ＫＳＳ―Ｔ００ １
３４ ピストンピン １ １３１１２―１６５―Ｔ０２ １
３５ ピストンピンサークリップ ２ ００―０１―０００３ ６
３６ シリンダーヘッドガスケット １
３７ シリンダーガスケット １
３８ シリンダーダンパーＢ １９ ００―０１―００３１ １０
３９ テンショナーボルト １ ００―０１―１０５８ １
４０ Ｏリング １ ００―０１―１０５９ １
４１ テンショナーＡＳＳＹ. １ ００―０１―１０５７ １
４２ オイルホース　２５０ｍｍ １ ００―０７―００２１ １
４３ バンジョー　２５° １ ００―０７―００３７ １
４４ バンジョー　４５° １ ００―０７―００３９ １
４５ バンジョーボルト　８×１.２５ ２ １５５３１―ＫＬＸ―Ｔ００ １
４６ アルミシーリングワッシャ ４ ００―０７―００１０ １０
４７ シーリングワッシャ（銅） １ ００―００―０２８３ １
４８ フランジボルト　８×１６ １ ００―００―００３９ ４

アルミスペシャル（５ｇ） １ ００―０１―０００１ １

００―０１―０１３２

０１―１３―０１０９ １

１０１―１３―８０１０

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。予めご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

記号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
Ａ インテークバルブ ２ １４７１１―ＫＳＳ―Ｔ１０ １
Ｂ エキゾーストバルブ ２ １４７２１―ＫＳＳ―Ｔ１０ １
Ｃ バルブスプリングシート ４ １４７７５―ＫＳＳ―Ｔ１０ １
Ｄ バルブステムシール ４ ００―０１―００１５ ２
Ｅ バルブスプリング ４ １４７５１―ＫＳＳ―Ｔ１０ １
Ｆ バルブスプリングリテーナー ４ １４７７０―ＫＳＳ―Ｔ１０ １
Ｇ バルブコッター ８ ００―０１―００１８ ２
Ｈ スタッドボルト ２ ００―０１―０１３４ ２

入

入

　数
１２２３７―ＫＳＳ―Ｔ１０ バルブガイドＯ／Ｓ １

補修用オーバーサイズバルブガイド

チタンバルブスプリングリテーナー 　数
００―０１―０１３５ ４

Ｏ.Ｐ 入

入
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～取　り　付　け　要　領～
○ベースとなるエンジンはこのキット取り付け前に必ず点検を行い、場合
　によってはクランクケースを分割し、確実に各部の点検を行って下さい。
○エンジンによっては、クランクケース開口部の大きさに個体差があるた
　めにピストンと干渉する場合があります。干渉の有無を必ず確認し、干
　渉があれば加工を行って下さい。

○確認作業例：商品内容のシリンダーとピストンをノックピンを使用して
　クランクケースに仮組し、下死点時に干渉が無いか確認します。
　干渉している場合は、多少の余裕を確保して修正を行って下さい。
○最終的にシリンダー、ピストンを仮組し下死点位置での干渉を必ず確認
　して下さい。
○各部品の点検を行います。

　注意：各部の点検、消耗品の確認交換は確実に行う事。

～シリンダー取り付け要領～

○ピストンピンサークリップの合い
　口は、ピストンピン穴の切り欠き
　部を避け、ピストンに対して上下
　方向に合わせます。

○ピストンリング部及び、ピストン
　ピン部をエアブローし、異物の噛
　み込みが無い事を確認します。
○ピストンリング溝にオイルを塗布
　し、図を参考にしてピストンリン
　グを取り付け、合い口を合わせま
　す。

○ピストンの片方にピストンピン　
　サークリップを取り付けます。

○ピストンピン及び、コネクティン
　グロッド小端部穴にモリブデン溶
　液を塗布します。

○ピストンの←マークがある方をエ

　キゾーストに向け、コネクティン
　グロッドにピストンを取り付けま
　す。

○クランクケースのスリーブホー
　ル部、カムチェーンホール部に
　きれいなウエスを詰め込み、ピ
　ストンピンサークリップを取り
　付けます。

○詰めていたウエスを取り外しま
　す。
○クランクケースのシリンダー　
　ベース面をきれいに脱脂し、　　
　ノックピン穴に、ノックピンを

　取り付けます。

○クランクケースのシリンダー　
　ベース面にキット内の部品のシ
　リンダーガスケットを取り付け
　ます。

○シリンダー冷却フィンの間に、　

　キット内のシリンダーダンパー
　Ｂを図の場所に奥まできっちり
　入る様取り付けます。
　（シリンダー冷却フィン共振音低
　 下の為取り付けます。）

T

○エンジンより、オイルパイプ、
　シリンダーヘッド、シリンダー、
　ピストンを取り外し、スタッド
　ボルトを取り外します。
　スタッドボルトは下図を参考に
　組み付けます。
※シリンダースタッドボルトＡは
　全長が２３３ｍｍ、シリンダー

　スタッドボルトＢは全長が
　２３８ｍｍです。
※組み付け方向はボルト付近にく
　びれがある側をクランクケース
　側に取り付けて下さい。

合い口

開口部

クランクケース

各フィンの間に、ダンパーを取り付ける

　注意：必ず規定トルクを守る
　　　　事。
　トルク：７．５Ｎ・ｍ
　　　（０．７５ｋｇｆ・ｍ）
　注意：ネジロック剤を塗布す
　　　　る事。

シリンダースタッドボルトＡ

シリンダースタッドボルトＢ

M O - O I L

サイド
レール

トップリング

エキス
パンダー

ピストンピン方向 ピストンピン

　　垂直方向

マーク

N E W

Feb./28/’12
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○アルミシリンダーのボア内全周

　にエンジンオイルを塗布します。

○カムチェーンガイドをシリンダー

　に取り付けます。

○アルミシリンダーをスタットボル

　トに差し込み、ピストンリングの
　合い口がずれない様、ピストンリ
　ングを圧縮しながらシリンダーを
　取り付けます。

　注意：ピストンリングを損傷し

　　　　ない様、注意する事。

～シリンダーヘッド取り付け要領～
○キット内のアジャストボルトに
　エンジンオイルを塗布しキット
　内のロッカーアームに、取り付
　けます。

○シリンダーにノックピンをセット
　します。

○シリンダー上面をよく脱脂します。
○シリンダーに、シリンダーキット
　内のシリンダーヘッドガスケット
　を取り付けます。

○シリンダーヘッドを取り付けます。

○スーパーヘッドにロッカーアー
　ムを取り付けます。キット内の
　ロッカーアームシャフトにモリ
　ブデン溶液を塗布し、ＩＮ、ＥＸ
　共に取り付けます。

○キット付属のカムシャフトを取
　り付けます。カムシャフトのベ
　アリング部に、エンジンオイル
　を塗布します。

○キット付属のカムシャフトをシリ
　ンダーヘッドに取り付けます。
　この時、カムシャフトの山をＩＮ、
　ＥＸ共、燃焼室側にセットします。

ノックピン

N E W
O I L

○スーパーヘッドにキット内のカム
　ストッパープレートを、トラス小
　ネジ２本を用いて取り付けます。
　この時、カムストッパーの両端と
　ロッカーアームシャフトの切り欠
　き部を合わせて取り付け、規定ト
　ルクで締め付けます。

合わせる
合わせる

MO OIL

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：５．２Ｎ・ｍ
　　　　　（０．５３ｋｇｆ・ｍ）

○シリンダーヘッドスタットネジ部
　とヘッドボルトネジ部に少量のア
　ルミスペシャルを塗布し、ヘッド
　ナット、ヘッドボルトを取り付け
　仮締めします。

○ヘッドナット４個、ヘッドボル
　ト２本を対角線状に図の順番に
　数回に分けて規定トルクまで締
　め付けます。

②

③

⑥

④

①

⑤

ヘッド
ナット

ヘッド
ナット

ヘッド
ナット

ヘッド
ナット

ヘッド
ボルト

ヘッド
ボルト

○カムシャフトの中心にあるスラ
　イドシャフトにキット内のスプ
　リングを通し奥まで挿入します。

○純正のオイルパイプよりバン　
　ジョーボルト、銅ワッシャを取
　り外し、キット内のオイルホー
　スを取り付けます。

　バンジョーボルトを規定トルク
　まで締め付けます。

　注意：必ず規定トルクを守る
　　　　事。
　ヘッドボルト
　：１２Ｎ・ｍ
　　　  （１．２ｋｇｆ・ｍ）
　ヘッドナット
　：２２Ｎ・ｍ

　　　　　（２．２ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る
　　　　事。
　トルク：１５Ｎ・ｍ
　　　　　（１．５ｋｇｆ・ｍ）
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○フライホイールの“Ｔ”マークと、
　カムスプロケットの“Ｔ”マークが
　合っているか確認します。
○アジャストスクリューでバルブ　
　クリアランスを調整します。
　ＩＮ：０．０５～０．０８
　　　     　　　　　　（冷間時）
　ＥＸ：０．０５～０．０８
　　　     　　　　　　（冷間時）

○カムシャフトチェーンテンショ　
　ナーのキャップボルトを取り外し、
　カムシャフトチェーンテンショ　
　ナーのストッパーを反時計方向に

　少し回し、プッシュロッドのロッ
　クを解除します。

○カムシャフトチェーンテンショ　

　ナーのキャップボルトを取り付け
　規定トルクまで締め付けます。

○クランクシャフトを反時計回り
　に２回転させ、バルブクリアラ
　ンスが変化しないかを確認しま
　す。変化する場合は、調整作業を
　合うまで繰り返します。
○サイドカバーＯリングに少量の
　エンジンオイルを塗布し、ソ　
　ケットキャップスクリュー２本
　を用いて、シリンダーヘッドに
　取り付け規定トルクまで締め付
　けます。

キャップボルト

○カムシャフトキット内のツマミネ

　ジ３×２８にスナップリング
　６ｍｍ、プレートを通して、カム　
　シャフトＣＯＭＰ．内のシャフトの
　先端に取り付け、手前に引き出し
　ます。

○シャフトの溝部にスナップリング
　を取り付けます。

○カムシャフトチェーンテンショ　
　ナーのプッシュロッドがロックし

　ているか確認します。
○カムシャフトチェーンテンショ　
　ナーをスクリュー２本を用いて取
　り付け、規定トルクで締め付けま
　す。 ※ＥＸはデコンプ装置が働かないよ

　うカムシャフトＣＯＭＰ．内のシャ
　フトを手前に引いた状態で調整し
　て下さい。

○ツマミネジを外します。

ツマミネジ

○アジャストナットを規定トルクま
　で締め付けます。

合わせマーク

“Ｔ”マーク

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：５．２Ｎ・ｍ
　　　　　（０．５３ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：８．８Ｎ・ｍ
　　　　　　（０．９ｋｇｆ・ｍ）

○インスペクションキャップＯリ
　ングに少量のエンジンオイルを
　塗布し、インスペクション　　
　キャップをソケットキャップス
　クリュー２本を用いて取り付け、
　規定トルクまで締め付けます。

○写真にあるオイルバイパス、バ
　ンジョーボルトを取り外します。

○カムチェーンをキット内のカム

　スプロケットに取り付け、フラ
　イホイールの“Ｔ”マークがクラ
　ンクケース合わせマークと合わ
　せた時、カムスプロケットの合
　わせマークがシリンダーヘッド
　の合わせマークに合う様、調整
　します。

合わせマーク

“Ｔ”マーク

合わせマーク

○キャップスクリュー６×２０を
　デコンプカラー２に通し、ウエ
　イトに入れます。

○図を参考にデコンプガイド、
　ウエイト、デコンプカラー２の

　順に取り付け規定トルクで締め
　付けます。

　注意：必ず規定トルクを守る　
　　　　事。
　キャップスクリュー６×２０
　：１２Ｎ・ｍ
　　　　　（１．２ｋｇｆ・ｍ）

デコンプ
カラー２

キャップ
スクリュー

ウエイト

デコンプガイド

デコンプ
カラー２

ウエイト２

ソケットキャップ
スクリュー６×２０

　注意：スナップリングは必要以上
　　　　に広げない事。
　警告：スナップリングは必ず新品
　　　　を使用し、くれぐれも再使
　　　　用しない事。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：５．２Ｎ・ｍ
　　　　　（０．５３ｋｇｆ・ｍ）

シックネスゲージ

ツマミネジ

　注意：必ず規定トルクを守る
　　　　事。
　トルク：７．９Ｎ・ｍ
　　　　　（０．８ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る
　　　　事。
　トルク：７．９Ｎ・ｍ

　　　　　（０．８ｋｇｆ・ｍ）

オイルバイパス バンジョー
　　ボルト

Feb./28/’12
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○使用するキャブレターキットの
　取説に従いキャブレターを取り
　付けます。
○使用するエキゾーストマフラー
　の取り付け要領に従い、エキ　
　ゾーストマフラーを取り付けま
　す。

○キット付属のフランジボルト８

　×１６、シーリングワッシャ（銅）
　を下側のラインに、シーリング
　ワッシャ、ユニオン、バンジョー
　ボルトを上側のラインに借り締
　めします。
　シリンダーヘッド側も同様に　
　シーリングワッシャ、ユニオン、
　バンジョーボルトの順に借り締

　めし、写真を参考にオイルホー
　スを取り付けます。

○オイルホースがシリンダーやマ
　フラーに干渉しない位置になる
　様バンジョーボルトの締め付け
　角度を調整し、バンジョーボル
　ト、オイルホースフィッティン
　グを取り付けます。

シーリングワッシャ（銅）

フランジボルト
　　　８×１６

　注意：必ず規定トルクを守る
　　　　事。
　フランジボルト８×１６
　：Ｔ＝２４Ｎ・ｍ
　　　　（２．４ｋｇｆ・ｍ）
　バンジョーボルトＭ８　

　：Ｔ＝１２Ｎ・ｍ
　　　　（１．２ｋｇｆ・ｍ）
　オイルホースフィッティング
　：Ｔ＝６Ｎ・ｍ
　　　　（０．６ｋｇｆ・ｍ）

オイル
ホース

オイルホース
フィッティング

オイルホース
フィッティング

☆エンジン始動☆

○イグニッションキー、ガスコック
　がＯＦＦになっていることを確認
　します。
○しばらくキックをし、エンジン各

　部にエンジンオイルを行きわたら
　せます。
○スパークプラグネジ部に少量のア
　ルミスペシャルを塗布し、スパー
　クプラグを取り付けます。

○プラグキャップをスパークプラグ
　に取り付けます。
○エンジンに付着した汚れをよく拭
　き取ります。
○ガソリンコック、イグニッション

　キーをＯＮにし、エンジンを始動
　させます。

○異音など異常が無いかを確認しま

　す。
○異常が無ければ３０ｋｍから５０
　ｋｍ程度慣らし運転をし、再度バ
　ルブクリアランスを点検します。

○１００ｋｍから１５０ｋｍ位まで

　再度慣らし運転を行います。
○慣らし運転終了後、異音やブロー
　バイガスなど異常が無いかを確認
　します。
　（異常がある場合は、再度エンジン
　を分解し、各部を点検する。）

○プラグキャップのプラグキャップ
　ラバーをキット同梱のプラグ　　

　キャップラバーに交換します。

　注意：プラグの種類を間違わな
　　　　い事。
　　　　ＮＧＫ：ＥＲ８ＥＨ

　　　　デンソー：Ｙ２４ＦＥＲ
↑

熱価

↑
熱価

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：１０Ｎ・ｍ
　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

　注意：プラグの焼け具合により、
　　　　熱価を設定する事。

　警告：必ず換気のよい場所で行う
　　　　事。

　注意：必ず冷間時に行う事。

　警告：再使用出来ないパーツは
　　　　再使用しない事。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７

ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７

ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp


